
Rotary International District 2800

山形西ロータリークラブ会報
会長：遠藤　靖彦　　幹事：武田　良和
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クラブテーマ

ロータリーにもっと誇りを　
　　そして学び　DEI の心を持って行動実践しよう
ロータリーを楽しみ、仲間と絆を！

◆点鐘：遠藤　靖彦 会長 ◆ロータリーソング：四つのテスト
◆司会：武田　博文 S.A.A. ◆会場：パレスグランデール

第3022回例会 令和６年７月29日（月）

　25日から降り続いた雨によりまし
て、酒田そして戸沢、新庄と、あちら
のほうでは大変な被害になっているよ
うであります。できるだけ早い復旧を
願っております。新幹線、そのほかの
ＪＲも、あちこち運休の状況が発生し
ているようでありまして、東北新幹線、

新庄山形間は来月の中旬までは運休見込みというニュース
もやっていますし、あちこちの路線についても、復興のメ
ドがはっきり立たないということもあるようであります。
本当に異常な雨だったなと感じております。
　改めて、山形市のハザードマップを見ました。地域分け
がありまして、だいたい20枚弱、各地に分かれております。
結構土砂災害の特別警戒の可能性があるというのが多いエ
リアが山寺になります。あと千歳山も結構土砂災害の危険
ということで赤色に分類されていると。河川氾濫の危険地
域というのも立谷川とかいろいろなところに発生している
なと思います。ハザードマップとしてこうやって出てまい
りますので、皆さまもぜひ自分の関わる地域について一度
これを見てみる機会というのが必要なのかなと思います。
　各地の避難所も載っておりますが、これが災害の違いに
よって避難所が違うんですね。河川の氾濫の場合の避難所
と土砂災害の警戒の状態の時の避難所というのは違って出
ているという部分もありますので、改めて各地のハザード
マップを見て、改めて認識をいただくということも必要な
のではないかなと感じております。このような災害が本当
に山形でも多く起こる時代になってきたなと思いますの
で、身の回りの危険に対応する術というものは備えをして
おく必要があるんだろうと思います。　
　本日は、今年初の試みであります夜例会にご出席いただ
き、大変ありがとうございます。今日は、冨田理事のグルー
プに懇親会の設定をしていただいて、私と幹事とがご一緒
させていただくという予定になっております。会場はほっ
となる広場の後ろの屋台村でやるという予定になっており
ます。楽しい会合になると思いますので、皆様参加いただ
いて、親睦を図らせていただき、ロータリー以外のいろん
な話を出していただいて、改めてお互いの交流を深めてい
ただければありがたいなと思っております。今年そのよう
な予定が４回予定をされております。皆さまにご理解をい
ただき、各担当の時には大勢の参加をいただきながら、会
が催されることをお願いを申し上げまして、ご挨拶とさせ
ていただきます。本日はよろしくお願いいたします。

●長澤裕二さんにマルチプル・ポール・ハリス、通算４
回目ということでバッジが届いてございます。おめで
とうございます。

●７月27日、ローターアクトライン会会長幹事会にリモー
トにて出席させていただきました。内容については後
日、ご報告を申し上げたいと思います。

●７ロータリーゴルフコンペの打ち合わせを行いました。
理事会で検討してから、ご連絡させていただきます。

●会員名簿につきまして、前回、チェックされていない
方、回覧をお願いしたいと思います。

●例会の際、あるいはその他の行事の際に、ロータリー
バッジを着用していただきたいと思います。これはガ
バナーも強く訴求されておりますので、ぜひ皆さん、
意識を持って例会にご出席いただきたいと思います。

■例　会：毎週月曜日 12：30 ～ 13：30　 ■会　場：山形グランドホテル TEL：641-2611
■事務局：山形市十日町 1-1-26 歌懸稲荷神社  社務所ビル 2F  TEL：632-7777  FAX：624-5200

遠藤　靖彦  会長 武田　良和  幹事会長あいさつ 幹事報告

　学友会からお知らせがございます。一昨年、後藤章洋
さんよりカウンセラーをしていただきましたハオさん
が、この度、学友会の山形米山学友会会長になられまし
たので、皆さんへご挨拶させていただきたいと思います。

委員会報告

米山奨学委員会

2022年から2023年まで奨学生とし
て所属していたハオと申します。

皆さまに感謝の言葉をお伝えしたい
と思います。奨学金を受給したのが、コ

ロナの３年目すごく大変なときで、学校から「この奨学金
があるんですけど応募しますか？」と電話があって、それ
で応募して、受給することになり、結果的に無事に卒業で
き、親にも卒業式に参加してもらい、山形の企業から内定
ももらいまして、充実した大学生活を送りました。皆さま
のご支援がないと、こんな４年間を迎えることができな
かったかと思います。皆さまに感謝の言葉を申し上げま
す。ありがとうございます

そして、私は今年度から第2800の米山ロータリー学友
会を引き継いで、会長を務めることになりました。また皆
さまと出会う場面が増えるかもしれませんので、ご指導の
ほどよろしくお願いいたします。

ドアン・ミン・ハオ さん 《山形米山学友会会長》



本年度友好クラブの委員長をさせて
いただきます菅原です。

友好クラブ委員会は副委員長に鈴木
浩司さん、委員として吉田福平さん、平

吹和之さん、横山隆太さんということで、非常にすばら
しいメンバーの皆さまをお集めいただきました。

今年は金沢西ロータリークラブの60周年というところ
になっております。会長方針にもあります「ロータリーを
楽しみ、仲間と絆を」というところの方針を基に、私ども
としては22名で今回は９月27日にお祝いに駆け付けさせ
ていただきたいと思っております。

また、大津東ロータリークラブの皆さま方も10月頃に
おいでいただくということになっておりますので、また
詳細日程等わかり次第お知らせをさせていただきたいと
思いますが、友好の輪を広げていくために委員長として
精一杯委員のメンバーの皆さま方とともに、ご指導をい
ただきながら進めてまいりたいと思っておりますので、
皆さま方のご協力・ご参加をよろしくお願いしたいと思
います。本年度もどうぞよろしくお願いいたします。

職業奉仕常任委員会の海和でござい
ます。１年間どうぞよろしくお願いしま
す。

当委員会は職業奉仕委員会と職業交
流委員会の２つの委員会から構成されております。職業
奉仕はロータリーの金看板といわれておりますが、ロー
タリーの３要素である親睦、学び、そして奉仕の中でもっ
とも重要であるといわれております。今年度は会長方針
に基づきまして、職業を楽しみ、職業を通じて支え合い、
学び、喜びを知るロータリー活動をおこなっていきたい
と思っております。

先ほど山科委員長から報告ありましたけれども、職業
奉仕委員会では地域の職場訪問を実施し、職業奉仕の実
践を学びたいと思っております。職業交流委員会ではさ
まざまな職業とその知識の理解を深めるため、会員同士
の交流を図る企画を実施していきます。会員の皆さまに
は、両委員会に対しまして1年間ご支援・ご協力を賜りま
すようよろしくお願いいたします。

本年度職業奉仕委員長を仰せつかり
ました山科です。

副委員長に庄司時雄様、委員に新藤
幸紀様、委員に高橋昌之様、計４名でこ

の職業奉仕委員会を務めていきたいと思います。
職業奉仕委員会は、職業奉仕こそがロータリーであり、

職業人としてのロータリアンの務めであるということを
会員おひとりおひとりが理解いただきまして、深め合い
実践できるように努めていきたいと思っております。

職業奉仕の理解を深めるために、新規事業推進などに
取り組んでいらっしゃる職場でありますとか、若い社員
が活躍している職場等々を訪問させていただいて、幅広
い知識を身に付け、事例を共有できる職場訪問例会を開
催できればと思っております。

今年度は３月24日に職場訪問例会を予定しておりま
す。先ほどお話した私を入れて４名の委員の皆さんと共
有しながら、どこがいいか考えながら、皆さま方に改め
てご案内をしたいというふうに思っております。合わせ
て職業交流委員会のほうとも連携をしながら、球風会で
ありますとか、こういったところをサポートしていきた
いと思っております。本年度もどうぞよろしくお願いい
たします。

今年度職業交流委員会委員長を仰せ
つかりました八鍬です。

副委員長に坂部登さん、委員に佐藤充
昭さん、小林廣之さんという４名でやっ

てまいります。
職業交流委員会は会員相互の交流を深めていただくこ

とを目的に、いろんなことを開催するわけでございます
けども、去年までの実績等を鑑みて、西風会は今年取り
やめていただきました。その分ゴルフを１回多くしてと
いうことで会長のほうから仰せつかりましたので、工夫
しながら開催してまいりたいと考えております。

まず球風会、１回目は９月５日、平日の木曜日になり
ますけれども、今回開催させていただきます。先にご案
内を差し上げておりますけれども、ご参集よろしくお願
いしたいと思います。７ロータリーが９月29日の日曜日
にございますので、その前の練習会も含めてということ
で、平日ではございますけれども、企画させていただき
ました。

また、来年には蔵王の山桜がきれいなコースでやりた
いということで、４月12日、土曜日でございます。蔵王
カントリーのほうで企画させていただきましたので、こ
ちらのほうもよろしくお願いしたいと思います。

また、６月８日日曜日、こちらのほうは山形ゴルフク
ラブで球風会をさせていただきますので、こちらもよろ
しくお願いしたいと思います。

ゴルフの案内だけになりましたけれども、1年間よろし
くお願いしたいと思います。

委 員 会 活 動 方 針 発 表
菅原　茂秋 友好クラブ委員会委員長 海和　浩運 職業奉仕常任委員会委員長

山科　宏幸 職業奉仕委員会委員長 八鍬　建三 職業交流委員会委員長



奉仕プロジェクトの理事を仰せつ
かった遠藤でございます。

今年は社会奉仕委員会とニコニコの
委員会、そして青少年委員会の３つの委

員会をお預かりしております。ニコニコと青少年につい
ては例年どおりの活動になろうかと思います。

社会奉仕委員会についてですが、３年目になります「蔵
王の樹氷プロジェクト」をお預かりいたしました。同じよ
うな活動を続けるのではなくて、今後いろんな進化をし
て、山形市民、県民に対して、この活動を認識していた
だいて皆さんの活動になるように、今、委員会一同みん
なで考えているところでございますので、これもまた皆
さんのご協力・ご支援、そしてご理解をいただければ大
変嬉しいなと思います。詳しくは各委員長がお話をいた
しますので、お任せをいたします。

どうぞ１年間よろしくお願いいたします。

本年度社会奉仕委員会の委員長を仰
せつかりました酒巻です。１年間よろし
くお願いいたします。

ロータリークラブの大きな目的の中
で、奉仕活動の1つとして地域社会に貢献すべく地域の方
とともに協力をしながら活動してまいります。メンバー
は副委員長に佐藤啓さん、吉田昌弘さん、酒井政輔さん、
菅原章由さん、内山秀樹さんの精鋭でございます。先週、
さっそく委員会懇親会を開催いたしまして、結束を高め
てきたところでございます。

本年度の活動としては、一昨年前から取り組んでいる
アオモリトドマツの再生プロジェクトということで継続
してまいります。約2万5千本ものアオモリトドマツが枯
れてしまっているという現状を踏まえて、なかなか西ロー
タリークラブ単体では難しいことなので、市民とか山形
市内のいろんな企業様を巻き込んだ形でいろんな発想を
持って新しい取り組みをしていきたいと思っております。

実活動としては、昨年度播種しましたアオモリトドマ
ツ（オオシラビソ）の種をまいた部分に関して、雑草を取っ
たり、笹を刈ったりとか、そういうことをしながら来年
度の播種に向けてさらに圃場を倍くらい広げていくよう
な形で、今年の夏から秋にかけて笹刈りを再度して、ま
た土を開墾して、来年の春に改めてまた多くの数の種を
植えられるような畑づくりをしていくという予定でござ
います。

昨日、６月15日に種を植えた山頂に行ってきました。
約５千粒ほど種を植えたのですけれども、確認してきた
ところ、約５百ぐらいの芽が出ておりました。約４割ぐ
らいの発芽率ということで聞いていたので、2千ぐらいあ
るのかなと思っていたのですが、昨日の段階では5百ぐら
いの発芽をしていて、約1センチぐらいの芽が出ておりま
した。長期に渡るプロジェクトなので、市民を巻き込ん
で長い目でしっかりとやっていければなと思っています
ので、ぜひともご協力ください。よろしくお願いいたし
ます。

今年度青少年委員会委員長を仰せつ
かりました渡辺隆博です。どうぞよろし
くお願いいたします。

メンバーとしましては、副委員長に
後藤吉伸さん、委員に小松公博さん、柴田健一さん、福
塚一哉さんのメンバーで1年間やってまいりたいと思いま
す。

青少年委員会は、会長方針に基づき、次世代の青少年
の育成を重要な役割と捉え、支援してまいりたいと思い
ます。活動内容としましては、１番目、東南村山地区中
学校高校英語弁論大会の支援ということで、今年度は９
月５日、遊学館で開催されます。こちら後援してまいり
たいと思っております。２番目、山形大学の若手研究者
支援。続きまして３番目、ローターアクトへの活動の理
解を深め、支援を検討してまいりたいと思います。こち
らに関しましても、会長方針に基づき取り決めをしてい
きたいなというふうに考えております。今年１年、どう
ぞよろしくお願いいたしたいと思います。

本年度ニコニコボックス委員長を仰
せつかりました大場です。どうぞよろし
くお願いします。

本年度委員会のメンバーは、副委員長
に高嶋さん、委員に髙橋勝治さん、堀野卓美さん、向田
竜也さん、酒井啓史さんの計６名でニコニコボックス委
員会を運営させていただきます。本日、まずはニコニコ
ボックス委員会の不手際がございました。申し訳ござい
ません。次回、８月５日に本日の分も合わせてニコニコ
していただけますように重ねてお願いを申し上げます。

さて、今年度のニコニコボックス委員会の計画でござ
いますが、前期同様に例会開催前に手書きによるニコニ
コの書き込みのほか、事務局の例会出席確認のGoogle
フォーム内にてニコニコボックスの項目を設けて、当日
手書きで記入する省力化策を続けたいと思っております。
よろしくお願いいたします。

そして、会員家族、事業場等の喜び事、お祝い事をニ
コニコしながら披露し、喜びを分かち合い、また、失敗
したり迷惑をかけた時もユーモアたっぷりに苦笑いし、
例会を賑わせて親睦を増進し、集まった善意は外部に対
する奉仕活動の基金として有益に使用させていただきま
す。ちなみに、昨年度支出の部ですが、ファンデーショ
ンをはじめとしまして、先ほどありましたアオモリトド
マツの再生事業に当てられたり、ローターアクト、そし
て国際ロータリーの青少年の研修会などに役立てさせて
いただいております。

今年度、フットワークの軽いメンバーの布陣で揃えて
いただきましたので、例会場では皆さまのテーブルを事
前に回らせていただいて、そして積極的に任意のニコニ
コをお願いしに各テーブルを回らせていただきたいと思
いますので、私と委員会のメンバーと目が合いましたら
用紙と財布を片手にぜひよろしくお願いしたいと思いま
す。１年間どうぞよろしくお願いします。

遠藤　正明 奉仕プロジェクト理事

酒巻　雅樹 社会奉仕委員会委員長

渡辺　隆博 青少年委員会委員長

大場　友和 ニコニコボックス委員会委員長



本日出席（７／ 29）
会員総数 出席会員数

103名 56名

ロータリー財団・米山奨学会を担当
いたします武田元裕でございます。どう
か1年間よろしくお願いをいたします。
ロータリー財団は浦山潔さんが委員長、

そして米山奨学会はご存じ芦野さんが委員長でございま
す。私のやることはまったくないだろうと思っておりま
す。ただ、いずれにしても、2つの委員会とも皆さま方の
ご協力、ご寄付があって初めてできることでございます
ので、浦山さんは30数年在籍して初めて財団の委員長だ
ということで、30数年度分お願いをすると言っています
ので、皆さま、大先輩の委員長さんに面倒を見ていただ
きますように、どうかよろしくお願いをいたします。

今回、夜例会が終わりましたら屋台村のほうに皆さん
来ていただけるということで、まだロータリーメンバー
の方でも１回も屋台村に来た時がないという方がいらっ
しゃいますので、ぜひ屋台村に足を踏み入れていただき
まして、ちょっとした異空間を味わっていただければと
思います。今晩お待ちしておりますので、どうぞよろし
くお願いいたします。

武田　元裕 ロータリー財団・米山奨学会理事

本日、不手際でニコニコの用紙を準備するのを失念して
しまいました。代わって８月５日の例会でぜひ皆さん、
本日の分も含めましてお願いしたいと思います。

〈７月29日〉

ニコニコ BOX

本年度財団委員長に任命されました
浦山潔でございます。今年1年間よろし
くお願いいたします。委員会のメンバー
をご紹介いたします。副委員長に斎藤豪

さん。メンバーに細谷伸夫さん、中山眞一さん、佐藤章
夫さんでございます。

本年度も財団の寄付、１年間１人あたり150ドル以上
を達成することを地区のほうからも強くお達しが参って
おりますので、遠藤会長が地区等その辺に行った時にお
立場がなくなることがないように、会員皆さまの善意を
よろしく、よろしくお願い申し上げます。

特に今年は入会５年未満の会員の方々への財団の活動
に関しまして理解を深めていただくために、例会等で副
委員長の斎藤豪さんが、今非常に一生懸命勉強しており
ます。財団のプロになるほど今一生懸命勉強しておりま
すので、特に若い方、ぜひ斎藤副委員長のもとに行って
いただいて、寄付はむろんのことでございますが、寄付
のやり方とか疑問に思うこと等、そういうものを気楽に
お声を掛けてください。斎藤副委員長が楽しみに待って
いるそうでございます。それから会長、幹事、常任委員
長の特別のご指導をいただきながら1年間務めてまいりた
いと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

それから財団月間の時に、例会の時に卓話をお願いす
るということで、地区に出向なさっておりますベテラン
の海和さん、そして毎年出向なさっている米山の芦野さ
ん、お二方のご協力を得ながらいい講師を招きまして卓
話を予定しておりますので、よろしくお願いしたいと思
います。会員の皆さま方の多大なる善意を心からお待ち
申し上げておりますので、どうぞ今年１年間、６名でが
んばりますので、よろしくお願いいたします。

浦山　　潔 ロータリー財団委員長

今年度も米山奨学委員長を仰せつか
りました芦野と申します。今年度１年間
どうぞよろしくお願いします。

委員会メンバーには副委員長に後藤
章洋さん、委員のほうは伊藤義彦先生、半田稔元会長、
あと早川徹先生ということで、必ずや目標が達成できる
メンバーでございますので、会長のほうご安心いただき
まして、ガバナー賞のひとつのアイテムとして米山委員
会の寄付を持ってガバナー賞をお取りいただければと
思っております。

今年は、奨学生というものは今回受けておりませんの
で、サブ世話クラブという本当のサブの世話クラブとい
うことで、ジュ・ホソンくんという韓国の、米沢の工学
部の子を卓話にお呼びして皆さんで交流していただきた
いなと思っております。

また、今月、酒巻さんがモンゴルへ米山の代表として
お伺いさせてもらって周年事業に参加してきたというこ
とでご報告がございました。なにせ西クラブのほうは米
山の寄付が大変集まりやすいので、皆さんも今度パーセ
ンテージとして皆さんにご協力いただければなと思って
おります。若輩者ですけれども１年間よろしくお願いし
ます。

芦野　　茂 米山奨学会委員長




